
【古くから残るもの】

　その後、170年ぐらい前、明治時代になり、さらに多くの和
人が、本州から北海道に、移住するようになりました。

　私たちが住んでいる道南は、北海道の中では、古い時代の記
録がたくさん残る場所です。古くから残るものについて調べ
て、くわしく知りたい、考えたいことを学習問題としましょ
う。

寒中みそぎ祭り（木古内町）

北海道は自然が豊かな所という印象がありますが、
古くから続く文化や暮らしもあるのでしょうか。
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アイヌの人たちは、1万年以上前から、北海道のさ
まざまな場所に住んでいました。600年くらい前か
ら、道南に和人が移り住み始め、アイヌの人たちと
いっしょに暮らしていた時代がありました。その時
代に和人が残した記録があります。

めあて
道内には、どのよ
うな古いものが残
されているでしょ
うか。
また、郷土の発展
につくした人々は
どのようなことを
したでしょうか。

アイヌの衣服
許諾：ウポポイ（民族共生象徴空間）

アイヌの住居（復元）
許諾：ウポポイ（民族共生象徴空間）

松前神楽（松前町）
提供：松前町教育委員会

第5章　郷土の伝統・文化と先人たち
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私も知りたいです。りくさん、一緒に調べてみまし
ょう。

アイヌの住居 アイヌの文化

　アイヌ民族は、北海道やその周辺に古くから暮らし、自然と
深くつながりながら生活してきました。アイヌの人たちは、ど
んな場所で、どんな季節の暮らしをしていたのでしょうか。
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学校で配られる副読本『アイヌ民
族：歴史と現在』を見てみましょ
う。そこには、アイヌの人たちの生
活や文化、そして木古内という地名
がアイヌ語がもとになっている理由
も書かれています。

【アイヌ民族について学ぼう】

アイヌの人たちは、どうして狩りの生活をやめた
のでしょう。何か大きなきっかけがあったのでし
ょうか。

ワークシート
ここを
クリック

二次元コードはスキャン

調べる調べる調べる
北海道とアイヌ民
族はどう結びつい
ているのでしょう
か。
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https://drive.google.com/file/d/1LmQfTMdPcds4ptmaP_kP4Tfj86pMKfh0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1LmQfTMdPcds4ptmaP_kP4Tfj86pMKfh0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1LmQfTMdPcds4ptmaP_kP4Tfj86pMKfh0/view?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1rOo743OMypT77LjJXnYHnC9AE_XjNp_e/edit?usp=sharing&ouid=103392513148686714983&rtpof=true&sd=true


その意味を考えるのは難しいこ
とですが、学習の大事なポイン
トの一つです。自分たちで調べ
てみましょう。

寒中みそぎ祭り（木古内町） 寒中みそぎ祭り（木古内町）
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　寒中みそぎ祭り（佐女川神社の「みそぎ祭」）は、木古内町
の人たちが大切にしている伝統行事です。毎年、１月に行われ
ます。４人の若者が選ばれ、水を浴びたり、海に入って神社の
御神体を清めたりします。

【道南に残る伝統行事を調べよう‐寒中みそぎ祭り】

ぼく、何度も見たことがありま
す。行修者に選ばれた４人の人
たちが、冷たい水をかぶり、雪
の中を海まで歩いて、裸で海に
入る姿は、立派だと思いまし
た。

なぜ、昔からこんな大変なこと
をしてきたのでしょうか。何か
大きな意味があるのですか。

調べる調べる調べる
みそぎ祭は、どの
ようにして受けつ
がれてきたのでし
ょうか。

言葉

祭り
地域には人々が受けつい
できた祭りがあります。
祭りには人々のさまざま
な願いがこめられてい
て、祭りをとおして人々
の結びつきも強くなりま
す。

第5章　郷土の伝統・文化と先人たち
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「ヤマ」と呼ばれる、京都から取
り寄せた立派な人形や旗で飾られ
た13の山車に、神様をお呼びする
木の柱を立てます。山車にはそれ
ぞれ名前がつき、お囃子ととも
に、まちの中を引いて歩きます。
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姥神大神宮渡御祭は、この土地の産物である、にしんの漁が終
わった後に行ったお祭りです。江差町で８月に行われます。北
海道で一番古いお祭りで、およそ380年の歴史があります。

【道南に残る伝統行事を調べよう‐姥神大神宮渡御祭】

このお祭りでは、どのようなこと
をするのですか。

「江差の五月は、江戸にもない」という言葉が残っ
ており、江戸にも負けないにぎわいがあったことが
わかります。

立派な山車をつくった昔の江差町
の人たちは、お金持ちだったので
しょうか。

姥神大神宮渡御祭（江差町） 姥神大神宮（江差町）
写真提供：江差町

調べる調べる調べる
姥神大神宮渡御
祭は、どんな人
によって、何
が、どのように
して受けつがれ
てきたのでしょ
うか。
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実のところ、400年前のもの
と今のものが、同じかどうか
は わ か っ て い ま せ ん 。 で も
「昔から、大切に受けつがれ
てきたしきたり」であること
は確かですから、松前神楽の
伝統を誇りにしましょう。

松前神楽（松前町） 松前神楽（木古内町）
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　松前神楽は、神事と舞楽を組み合わせた郷土芸能です。道南
にある神社などで奉納されます。「神様へのご挨拶」である神
事が12種類、「音楽や踊りを楽しむこと」である舞楽が21種
類あります。松前の神社の行事で約400年前に神楽が奉納され
たという記録が残っています。

【道南に残る伝統行事を調べよう‐松前神楽】

先 生 、 こ の 400 年 前 の 神 楽
は、今伝わっている神楽と同
じものだったのでしょうか？

木古内町にも、古くからある
松前神楽が伝わっています。
このことは、嬉しいです。

写真提供：左の写真 松前町

調べる調べる調べる
松前神楽は、どの
ようにして受けつ
がれてきたのでし
ょうか。

言葉

郷土芸能
地域の人々が、さまざま
な願いをこめて自分たち
で演じ、受けついでき
た、踊りや歌、演劇など
のことです。

第5章　郷土の伝統・文化と先人たち
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寒中みそぎ祭り(木古内町) 松前神楽（松前町）

81

【受けつがれてきた古いもの】

ワークシート

私は、松前神楽がどんな思いで
伝えられているのかを聞いてみ
たいです。

ぼくは、姥神大神宮渡御祭のヤ
マについて興味があります。

寒中みそぎ祭りのしきたりを、
さらにくわしく調べたいです。

　みんなで、行事が「いつ始まったか」、
「始まったきっかけ」、「参加者の願
い」、「内容」、「だれに、受けつがれて
きたのか」などについて、わかることを、
グループで話し合いましょう。

ここを
クリック

二次元コードはスキャン

まとめるまとめるまとめる
調べたことをもと
に、北海道の特色
について話し合
い、パンフレット
を作りましょう。

と

まとめの活動に

・祭り
・郷土芸能
・アイヌ民族

を生かそう言葉

　三つの行事について、グループで話し合ったことを、項目に
したがって表にまとめましょう。

写真提供：松前町

第5章　郷土の伝統・文化と先人たち
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元町配水場のロゴ

最初のころは、函館山のわき水で足りましたが、人
口増加で不足しました。川の水をくんで運ぶ人もい
ましたが、その水は高価なものでした。高価な水を
買えない人は、不衛生な水を飲むことも多く、まち
に重い病気が広がることもありました。

昔であれば、函館のまちの中に
井戸をほって、使っていたので
はないでしょうか。

たくさんの人が住むようになって水が足りなかった
函館のまちは、どうやってみんなが水をたくさん使
えるようにしたのかな？函館の地図を見ながら考え
てみたいです。

【近代都市のもとをつくった「函館市の水道事業」】

木古内町と函館市の場所

木古内町

函館市

拡大図

木古内町

函館市

第5章　郷土の伝統・文化と先人たち

　今では、木古内でも、当たり前に使う水
道ですが、水をくむことが仕事の一つだっ
た時代もありました。昔の函館市では、水
が足りずに大変な暮らしをしていたことを
知っていますか。 函館市は、水不足

について人口増加
に合わせてどう解
決したのでしょう
か。
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さ い し ょ は こ だ て や ま み ず た じ ん

こ う ぞ う か ふ そ く か わ み ず は こ ひ と

こ う か

のふ え い せ い

み ず

か

び ょ う き ひ ろ

むかし は こ だ て な か

い ど つ か

ひ と す み ず た

は こ だ て み ず つ か

は こ だ て ち ず み かんが

い ま き こ な い あ ま え つ か す い

ど う み ず し ご と ひ と

じ だ い むかし は こ だ て し み ず

た た い へ ん く

し は こ だ て し み ず ぶ そ く

じ ん こ う ぞ う か

あ か い

け つ

き ん だ い と し は こ だ て し す い ど う じ ぎ ょ う

し ら

み ず こ う か

み ずひ と お お

お も



83

【函館市の人たちがいどんだ大きな事業】

そのとおりです。配水場に水があれば、まちの中
に水は届きますが、ここまで水を運ばなければな
りません。函館市と周りの地図を見て、水はどこ
にありそうか、水をどこから、どのように運んで
くれば良いのか、自分たちならどうするか、話し
合ってみましょう。

　現在も使われている、元町配水場と呼ばれ
る施設のしょうかいをします。この施設は、
函館山の中腹の少し高い所にあります。

高い場所に水をためると、上から下に水が流れる
という自然の力（水の重さ）を使って、まちに水
を届けることができるのです。ポンプが十分使え
ない時代には、大切な工夫でした。

なぜ、配水場を高い所に建て
たのでしょう。

《元町の配水場について》

元町配水場入口 元町配水場噴水 清泉滾滾 元町配水場水飲み場

でも、配水場には別の場所から、たくさんの水を
持ってこないといけないのですよね。

第5章　郷土の伝統・文化と先人たち

言葉

配水場
水をいったんためて、
まち全体の水道を支え
る大切な場所です。い
つでも安心して水が使
えるようにしていま
す。
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元町配水場ポンプ施設

元町配水場

と

　函館市の人たちが水をとった場所は、亀田川という川でし
た。この川のきれいな水を、鉄の管で、元町まで導きました。
（長さは約9.4キロメートル。木古内駅からサラキ岬までのき
ょり9.3キロメートルと同じくらいです）

　亀田川の水源は、元町の配水場より高い場所にあったので、
熊本県の通潤橋のような仕組みで、自然の力で水を元町配水場
に届けることができたのです。

　うめられた直径約30センチメートルの鉄管は、当時は日本で
はつくることが難しく、イギリスから取り寄せた高価なものだ
ったそうです。

《もとの水の場所から、どのように水を運んだのか》

亀田川
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出典：国土地理院地図
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函館市が大きくなるにつれて、こんな問題が出てき
ました。

生活に使う水の不足
病気が広がりやすくなること
火事の消火に必要な水の不足

それは大きな課題でした。水道をつくる計画は何度
も立てられましたが、工事のお金が足りず、計画は
実現できませんでした。しかし、お金を集めるため
の工夫をして、ようやく1889（明治22）年、神奈
川県横浜市に次ぐ、日本で２番目の近代水道が完成
しました。どのような工夫をしたのでしょうね。

でも、その水道工事のためのお金はどうしたの？

《どうして水道が必要だったのか》

元町配水場　函館水道発祥之地

水が足りないということは、いくつもの理由で命に
も関わることなのですね。

元町配水場ポンプ場
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水道ができると、まちは安心して暮らせるようになりました。
その後、さらに人口が増えると、より多くの水が必要になり、
笹流ダム
新中野ダム

などの新しい施設が整備されました。函館の水道の施設はより
大きく、便利になっていきました。

そのとおりです。大きなまちほど、水の確保は重要
になります。

《函館市の水道はどう整備されたか》

水道の発達がまちの成長を支えたのですね。

出典：国土地理院地図

元町配水場の緑地（函館市）

笹流ダム

笹流ダム

笹流ダム

元町配水場

笹流ダム
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この学習では、水不足という大
問題を、函館市がどのように乗
り越えてきたのかを、自分たち
で、話し合い、想像しながら、
学びました。

【まとめ　函館市の水道から学べること】

元町配水場

私は、昔の函館市の人たちの工夫
をもっと調べてみたいです。

函館の水道って、「たくさんの
人々による努力」によって、でき
たのですね。

ぼく、水がどうやって配水場から
まちへ流れていくのか図にしてみ
ます。

ワークシート

ここを
クリック

二次元コードはスキャン

　次に、「函館市の水道」について考えた
ことを、ワークシートにまとめてみましょ
う。昔の人が、水を使うためにぶつかった
問題や、行った努力について、みなさんが
見つけたことを振り返りましょう。

ワークシートにまとめたことを振り返ると、函館市
の水道がどのように発展したかが、よりよくわかる
かもしれませんね。

ここを
クリック

二次元コードはスキャン

はこだての
水道と下水道

まとめるまとめるまとめる
調べてわかった
ことや考えたこ
とをまとめて発
表しましょう。
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https://docs.google.com/document/d/1S0qzbOq0TscouO3QJ4qd7Tv_q8nVBpQ-/edit?usp=drive_link&ouid=103392513148686714983&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/document/d/1S0qzbOq0TscouO3QJ4qd7Tv_q8nVBpQ-/edit?usp=drive_link&ouid=103392513148686714983&rtpof=true&sd=true
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014022701034/file_contents/2014022701034_hk_docs_2014022701034_files_hako_sui_gesui.pdf
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014022701034/file_contents/2014022701034_hk_docs_2014022701034_files_hako_sui_gesui.pdf
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